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２ パネリストによる講演  岐阜会場 

 

2.4 岐阜会場 

2.4.1 スポーツ眼外傷の予防と対策 

 

（１）スポーツ眼外傷 

①特徴 

・幼稚園、小学校、中学校、高校生では眼外傷の約４割がスポーツによるもの。 

・中学校、高校生では、眼外傷の約８割がスポーツによるもの。 

・障害が残った部位は眼の障害が最も多い。 

・９割が球技で野球が最も多い。     

 

②外傷の起こり方 

・スポーツ眼外傷の原因は、衝撃（身体、ボール、器具）、埃・塵・風(乾燥)、紫外線、塩素(ﾌﾟｰﾙ)・化学物

質等である。 

 

③アスリートにみられる眼疾患 

・主な疾患として、結膜炎（流行性角結膜炎、アレルギー性結膜炎）、コンタクトレンズ関連の角膜炎（ア

カントアメーバ性角膜炎、細菌性角膜炎）が挙げられる。 

 

（２）予防と処置 

①予防方法 

●眼の事故を防ぐための注意点    

・プレー環境の整備（防球ネット、場所や明るさ確保） 

・プレー中の注意 

・ボール・バット等や他者との接触による衝撃から眼を保護する（スポーツ用保護眼鏡やフェイスマスク使

用） 

●スポーツ用保護眼鏡（アイプロテクター）の条件 

・衝撃から保護 

・紫外線から保護 

②現場での注意点と処置 

●把握する点 

・選手の眼の状態（眼既往症、現在の眼の状態） 

パネリストによる講演 

「スポーツ眼外傷の予防と対策」 

 

枝川 宏    

    
眼科専門医、医学博士  

  

（略歴） 
順天堂大学眼科非常勤講師、国立スポーツ科学センター客員研究員、日本スポーツ協会公認スポーツドクター

等に従事。 
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・現場の状態（受傷原因、受傷状況、症状） 

＊目の外傷では痛みがないこともあり、痛みで重症度はわからない。 

 

●眼外傷（衝撃）の症状からみた処置 

 

       図表 処置の手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●現場の処置で大切なこと 

・眼を保存的に処置する 

・外傷後の観戦を防ぐ            早期に眼科を受診する 

・化学物質（消石灰）に注意 

 

●プール活動における眼の注意点 

・活動中は眼の保護のためにゴーグルの使用が望ましい 

・コンタクトレンズの装用は好ましくない 

・活動後は洗眼を行い、防腐剤無添加の人工涙液の点眼も必要 

 

（３）最後に 

・スポーツ眼外傷の頻度は低いが 重症になることがある。 

・後遺症で最も問題なのは視力低下である。 

・外傷のほとんどはｱｲﾌﾟﾛﾃｸﾀｰで予防可能。 

・現場での眼の処置に注意。 
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２ パネリストによる講演  岐阜会場 

 

（４）発表資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

１ ２ 

３ ４ 

５ ６ 



 

98 
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２ パネリストによる講演  岐阜会場 
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２ パネリストによる講演  岐阜会場 
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２ パネリストによる講演  岐阜会場 
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２ パネリストによる講演  岐阜会場 
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２ パネリストによる講演  岐阜会場 

 
2.4.2 傷害を予防する（足かせからの解放と創造性の解放） 

 

（１）子どもの事故による傷害の現状 

①事故は見守りで防げるか 

・見守りの効果は検証されていない。 

・何が見守りなのかの定義も曖昧である。 

・効果的な見守りの研究が必要となっている。 

 

②見守りによる転倒防止は困難 

・多くの転倒は発生から 0.5 秒である。 

・人間の視覚の平均的な反応時間は 0.2 秒であり、転倒開始から 0.3 秒程度で子どもに到達する必要があ

る。 

・子どもから 1m の場所で見守っていても、1/0.3=3[m/sec]の速さで動く必要があり、初速を時速 0km と考

えると、時速 24km まで加速する必要がある。 

・こうしたことから、見守りなど注意によって防止するのではなく、環境のデザインによる対応が必要とな

る。 

 

（２）予防とは何か 

①予防効果が低い方法と高い方法 

A、B、C で整理してみることが必要。 

 

図表 ABC で整理 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネリストによる講演 

「傷害を予防する（足かせからの解放と創造性の解放）」 

 

 西田 佳史    
    

東京科学大学工学院機械系教授 
 

（略歴） 
独立行政法人産業技術総合研究所 デジタルヒューマン工学研究センター研究員を歴任し現職。 
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２ パネリストによる講演  岐阜会場 

 

②何を変えるか、スポーツ外傷予防のために代えるもの（３つの E で考える） 

●環境（用具）を変える（Environment） 

●教育する（Education） 

●法律・安全基準を作成（Enforcement） 

 

*事故予防とは＝変えられるものを見極め、変える。 

 

【野球の場合】 

変えたいもの：ファウルチップによる目の傷害 

変えられないもの：ファウルチップをよける（0.05 秒＜0.2 秒） 

変えられるもの：アイガードの採用 

 

【変えられるものを見つける方法】 

・事故データを収集・活用する。 

・変えたいものを理解する。 

・実行可能で効果的な方法を見つける。 

・変えられるものを変える。→事故を予防可能にする。 

 

（３）生きる力の恰好のテーマとしての予防学（データを活用した児童参加型の学校安全） 

・予防学はプログラミング教育やアクティブラーニングの恰好のテーマである。 

（データを活用し、主体的に課題を見つけ、周りを巻きこみ、「変えていく力（生きる力）」を持った人を創り

出す） 

 

①ステップ１：予防の科学を学ぶ 

●変えられるもの三原則を知る。 

 危ないところを直す、教え合う、ルールを決める。 

 

②ステップ２：学校の危機を探す（安全授業の実施） 

●事故マップ（危険地図）を作成し危険の優先付けをする。 

●事故情報データベースを活用する。 

 

③ステップ３：３E に基づく予防を考える 

●Enforcement →→→→→→→ルールを変えよう（ルールづくり）。 

●Environment Modification→→危ないところを直そう（環境改善）。 

●Education→→→→→→→→教え合おう（教育）。 

 

④ステップ４：安全学習カリキュラムの効果評価 

ステップ１～３のカリキュラム実施前後の行動変容を分析する。 
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（４）発表資料 
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２ パネリストによる講演  岐阜会場 

 

2.4.3 体育・スポーツ活動の事故防止における岐阜県の現状 

 

（１）岐阜県の現状 

①怪我・疾病の件数 

・中学校、高校ともにほぼ保健体育で発生している。 

・課外指導では、ほぼ体育的活動で発生している。 

・体育授業種目別事故発生件数は以下のとおり。 

 中学校：１位バスケットボール、２位バレーボール、３位マット運動 

 高校 ：１位バスケットボール、２位バレーボール、３位サッカー 

・部活動種目別事故発生件数は以下のとおり。 

 中学校：１位バスケットボール、２位サッカー、３位バレーボール 

 高校 ：１位バスケットボール、２位野球、３位サッカー 

 

②部活動での怪我・疾病の種類 

中学校：１位骨折、２位捻挫、３位挫傷・打撲 

高校 ：１位骨折、２位捻挫・打撲、３位捻挫 

 

③怪我等発生の事例 

〇体育：器械運動（マット） 

・救急搬送 骨折なし。 

〇体育：水泳 

・頭部打撲。 

〇体育：ソフトボール 

・前歯の欠損。 

〇部活：バレーボール 

・開放性脱臼 約１週間の入院療養。 

〇部活：硬式野球 

・頭部の打撲、擦過傷。 

 

 

 

 

パネリストによる講演 

「体育・スポーツ活動の事故防止における岐阜県の現状」 

 

下野 善範    
    

岐阜県教育委員会体育健康課学校体育係  
 

（略歴） 
学校体育に関する業務を中心に、小学校から高等学校まで系統性のある保健体育授業の実施、児童・生

徒の体力向上、運動好きな児童・生徒の増加に従事。 
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（２）岐阜県の取組 

①岐阜県教育委員会 

●熱中症対策 

・熱中症事故防止についての関係文書の送付 

☆学校教育活動における WBGT 値等の測定および報告について 

 期間：令和７年５月１９日（月）～令和７年１０月２２日（水） 

 場所：グラウンド、体育館等（体育授業、部活動、行事等） 

 回数：最低２回（活動前および活動中） 

 報告：WBGT３１℃を越えた記録と対応を報告 

 

・講習会等における情報提供と注意喚起 

 経年研修（初任者研修、６年目研修、中堅教諭等研修） 

 常勤講師研修 社会人指導者研修 プール等安全管理講習会 

 部活動ガイドラインに沿った研修 

 対象：部活動運営に指導的立場の人 

 内容：気象庁 岐阜地方気象台  

    気象条件に応じた部活動の安全対策の在り方 

 

・スポットクーラーの d 購入 

 

②岐阜県高等学校体育連盟 

●非常変災時における対応方針 

 各専門部は、テレビ・ラジオ・防災ホームページ等を活用するとともに、関係機関と連携を密にし、暴風、

大雨、洪水等に関する気象、地震、火山噴火等の自然災害、その他の状況の把握に努め、非常変災時

における生徒及び来場者の安全を期するものとする。 

 

●熱中症事故防止における対応方針 

各専門部は、「学校における熱中症ガイドライン作成の手引き（令和 6 年 4 月 追補版）」、「熱中症対策

ガイドライン～学校教育活動における判断と行動の目安～（令和 6 年 5 月改訂版）」に則り、生徒及び大会

関係者の安全を確保を期するものとする。 

 

③岐阜県高等学校野球連盟 

●熱中症対策 

・各球場での試合数を 2 試合とする。 

・WBGT 観測計を球場に設置、暑さ指数を常時観測し、試合開始時における暑さ指数を確認。 

・試合運営は、５回終了時にクーリングタイム８分を設ける。 

 

●落雷対策 

・雷探くんの活用。 
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（３）発表資料 
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